
十
一
月
は
労
働
基
準
監
督
署

に
よ
る
重
点
監
督
月
間
で
す

今
年
も
昨
年
と
同
様
に
全
国
一
斉
に
労
働
基
準
監
督

署
に
よ
る
『
賃
金
不
払
い
残
業
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

が
十
一
月
（
六
月
）
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
厚
生
労
働
省

で
は
平
成
十
七
年
度
以
降
の
取
り
組
み
と
し
て
『
夜
間

臨
検
監
督
』
の
対
象
事
業
所
数
を
従
来
の
２
～
３
倍
に

増
や
す
ほ
か
、
企
業
内
部
か
ら
の
情
報
提
供
を
受
け
付

け
る
『
無
料
電
話
相
談
』
の
窓
口
を
全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク

に
設
置
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
年
々
増

加
し
て
い
る
過
重
労
働
に
よ
る
労
災
申
請
（
自
殺
、
疾

病
、
精
神
疾
患
等
）
が
挙
げ
ら
ま
す
。
首
都
圏
に
お
い

て
は
、
労
働
基
準
監
督
官
に
よ
る
是
背
勧
告
が
例
年
以

上
に
頻
繁
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
電
話
ま
た

は
郵
便
に
よ
る
内
部
告
発
が
占
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
機
関
が
実
施
し
て
い
る
総
合
労

働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
事
案
の
中
で
、
法
違

反
が
明
ら
か
な
場
合
は
管
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
通

告
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
そ
う
で
す
。
是
正
勧
告
の
内
容

は
、
日
頃
の
企
業
活
動
の
一
部
で
あ
る
労
務
管
理
と
直

結
し
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
臨
検
監
督
の
種
類
、
是
正

勧
告
の
傾
向
に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
概
説
し
ま
す
。

●
臨
検
監
督
の
種
類

労
働
基
準
監
督
官
の
立
ち
入
り
調
査
の
こ
と
で
、
労

働
基
準
法
や
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
き
、
法
令
違
反

の
発
見
と
そ
の
違
反
事
項
の
是
正
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
一
般
的
に
臨
検
監
督
と
呼
ば
れ
い
ま
す
。
労
働
基

準
監
督
官
が
立
ち
入
り
調
査
を
行
う
根
拠
は
、
労
働
基

準
法
に
因
り
ま
す
。

①
定
期
監
督

上
級
官
庁
か
ら
指
示
さ
れ
た
行
政
方
針
に
基
づ
い
て

各
労
働
基
準
監
督
署
長
が
、
重
点
業
種
、
重
点
項
目
を

詳
細
に
定
め
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
監
督

を
定
期
監
督
と
称
し
て
い
る
。
定
期
と
い
う
よ
り
は
計

画
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

②
申
告
監
督

労
働
基
準
法
１
０
４
条
に
基
づ
く
労
働
者
か
ら
の
申

告
を
受
け
て
行
わ
れ
る
監
督
を
申
告
監
督
と
称
し
て
い

る
。
申
告
事
項
に
つ
い
て
の
み
の
調
査
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
れ
ば
、
全
般
的
に
調
査
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

③
災
害
時
監
督

一
定
規
模
以
上
の
労
働
災
害
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因

究
明
お
よ
び
再
発
防
止
の
た
め
に
行
わ
れ
る
監
督
を
い

う
。
通
常
は
、
発
生
し
た
労
働
災
害
に
関
係
の
あ
る
事

項
を
中
心
に
調
査
が
行
わ
れ
る
。

④
再
監
督

前
記
の
監
督
に
対
し
て
、
是
正
報
告
書
の
未
提
出
あ

、

、

る
い
は
事
業
所
に
お
い
て

そ
の
実
行
が
確
実
に
実
施

運
用
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に

行
わ
れ
る
の
が
再
監
督
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
是
正

内
容
の
実
施
に
つ
い
て
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
是
正
勧
告
の
傾
向

平
成
１
４
年
度
の
監
督
業
務
実
施
状
況
に
よ
る
と
、

労
働
基
準
法
違
反
項
目
の
ワ
ー
ス
ト
５
は
以
下
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
５
年
度
、
１
６
年
度
に
お
い

て
も
概
ね
同
様
の
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
労
働
時
間

・
３
６
協
定
の
未
締
結
、
ま
た
は
協
定
届
を
監
督
署
に

届
け
出
て
い
な
い
に
も
係
ら
ず
、
法
定
時
間
外
労
働

を
さ
せ
て
い
る
（
労
基
法
３
２
条
）

・
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
を
採
っ
て
い
る
に
も

係
ら
ず
、
労
使
協
定
の
締
結
及
び
監
督
署
へ
の
届
出

が
な
さ
れ
て
い
な
い
（
労
基
法
３
２
条
の
４
）

②
就
業
規
則

・
常
時
使
用
す
る
労
働
者
が
１
０
人
以
上
い
る
に
も
係

ら
ず
就
業
規
則
を
定
め
て
い
な
い
。
監
督
署
に
届
け

出
て
い
な
い

（
労
基
法
８
９
条
）

。

・
就
業
規
則
作
成
に
あ
た
っ
て
、
労
働
者
代
表
の
意
見

を
聴
い
て
い
な
い

（
労
基
法
９
０
条
）

。

・
就
業
規
則
の
内
容
を
労
働
者
に
周
知
し
て
い
な
い
。

（
労
基
法
１
０
６
条
）

③
割
増
賃
金

・
時
間
外
、
休
日
、
深
夜
労
働
に
対
し
て
法
で
定
め
た

割
増
賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
。

（
労
基
法
３
７
条
）

④
労
働
条
件
の
明
示

・
労
働
契
約
の
締
結
時
に
お
い
て
労
働
条
件
を
書
面
で

明
示
し
て
い
な
い

（
労
基
法
１
５
条
１
項
）

。

⑤
賃
金
台
帳

・
賃
金
台
帳
に
労
働
日
数
、
労
働
時
間
、
時
間
外
労
働

時
間
、
休
日
労
働
時
間
、
深
夜
労
働
時
間
な
ど
を
記

入
し
て
い
な
い

（
労
基
法
１
０
８
条
）

。

・
賃
金
台
帳
が
３
年
間
保
存
さ
れ
て
い
な
い
。

（
労
基
法
１
０
９
条
）

そ
の
他
、
健
康
診
断
に
関
し
て
、

⑥
健
康
診
断

・
常
時
使
用
す
る
労
働
者
に
定
期
健
康
診
断
を
実
施
し

て
い
な
い
（
安
衛
法
６
６
条
、
安
衛
則
４
４
条
）

・
深
夜
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
、
６

ヶ
月
以
内
ご
と
に
１
回
、
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い

な
い
（
安
衛
法
６
６
条
、
安
衛
則
４
５
条
）

●
実
務
上
の
留
意
点

前
項
の
是
正
勧
告
を
受
け
た
場
合
、
労
働
基
準
法
違

反
の
問
題
と
は
別
に
、
私
法
上
の
債
務
不
履
行
の
問
題。

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
で
て
き
ま
す

前
項
の
③
割
増
賃
金
の
ケ
ー
ス
で
は
、
労
働
基
準
監
督

署
の
是
正
勧
告
よ
り
も
、
労
働
者
か
ら
の
訴
え
あ
る
い

は
ユ
ニ
オ
ン
に
よ
る
団
体
交
渉
の
方
が
よ
り
大
き
な
問

題
に
発
展
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
、
企
業
の
現
実
的
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。


